











































































Station 2＞Lat． ELong． Date　of　observation
P1 32。56，08’ 129。52．03’ gJan．一26　Jan．’89
P2 32。58，63’ 129。52。03’ 26Jan．一14　Feb．’89
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（a）　tidal　ellipse　　・　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　（b）　tial　residual　current
　　　　Fig．5　Calculated　results　of〃2　tide　by　B－type　mesh
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Fig．6　Comparisons　of　measured　and　calculated　tidal　ellipses　of扱2　tide
10
るために，測点P1，　P2，　P3での潮流楕円を図一6に
示す．3者を比較すると，まず全体的に計算値が実測
値より大きい値をしているが，これは，計算における
境界条件である湾口からの流入量の設定に問題がある
と思われる．そこで楕円の長さを別とすれば，測点
P1，　P2についてはタイプA，　Bともに実測値に近い状
態と思われる．しかしながら，測点P3における楕円は
3者ともに異なっている．これは測点P3が湾口に近
く，明らかに，流入方向の違いの影響を受けているも
のと考えられる．楕円の傾きから判断すると流入の方
向はタイプAとBの中間の方向と考えられるが，この
3測点の結果だけから特定することは現段階では，ま
だ困難である．次に，恒流成分を比較すると，タイプ
A，Bどちらの場合にも湾北部において反時計廻りの
環流がみられ，タイプBの場合の方でよりはつきりと
現れていることがわかる．しかし，その強さは，観測
値（図一3）と比較すると，1桁程度小さい値である．
4．2　風成流
　潮流の数値シミュレーションによる闇流成分の値は
実測値に比較して，非常に小さいものであった。また，
実測値には主要4分潮では表現できない大きな値や長
周期の成分が含まれていた．そこで，湾内の流れに及
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Fig．7　Wind　driven　currents　at　3　hours　later　from　beginning　of　wind　blowing（wind　velocity　5m／s）
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ぼす風の影響を検討した．簡単のため境界条件として
潮流は与えず，風応力だけを与えた．風速5m／sの風
が3時間吹き続けたときに湾内に形成される流れを，
風向を東，西，南，北の4方向とした場合に付いて計
算し，それぞれの計算結果を図一7に示す．これより
大村湾内には風向に応じて，特有の環流パターンが形
成されることがわかる．特に，湾北部に形成される環
流のパターンは，東風の時には反時計廻りとなり，西
風の時には反対に時計回りとなることがわかる．そし
て，その強さは，潮流シミュレーションの場合の恒流
の値の数倍程度の大きな値となっている．以上の結果
は，大村湾内に形成される環流の形状に対して，風が
影響を与え得ることを示していると思われる．
5．結　論
　大村湾内の環流について，湾中央部3測点における
流速，流向，水温および水圧の現地観測，ならびに1
層モデルによる数値シミュレーション解析によって検
討した．今回の結果は，どちらも反時計廻りの環流を
支持するものであった．しかし，現地観測記録には，
潮流の主要4分潮だけでは説明できない強い流れや，
長周期の変動成分が含まれ，時によっては時計廻りの
流れが起きている．また，数値シミュレーションから
得られる環流は反時計廻りであるが，非常に弱い流れ
であり，風向によっては三廻りにも成り得る可能性も
ある．潮流の数値シミュレーションにおける流入方向
の特定は，現段階では困難であり，今後の現地観測デー
タの集積を待たなければならない．現地観測は現在も
続けられており，データの蓄積が行われている．
　本研究は昭和63年度教育研究学内特別経費の援助を
受けて行ったものである．
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